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キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
実
施
状
況

八
割
超
が
自
己
啓
発
支
援
制
度
を
実
施

　

従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た

め
、
実
施
し
て
い
る
も
の
を
尋
ね
る
と
（
複

数
回
答
）、最
多
は
「
自
己
啓
発
支
援
制
度
」

で
八
三
・
三
％
に
の
ぼ
っ
た
。
次
い
で
、
多

か
っ
た
順
に
、「
社
外
資
格
の
取
得
支
援
制

度
」（
七
二
・
二
％
）、「
キ
ャ
リ
ア
面
談
（
定

期
的
に
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
等
の
希
望
を
自
己

申
告
さ
せ
面
談
を

実
施
）」（
六
九
・

四
％
）、「
社
内
公

募
、
Ｆ
Ａ
制
度
」

（
五
五
・
六
％
）、「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
選
抜
・
育
成

制
度
」（
五
〇
・
〇
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

１
）。

　

そ
の
う
え
で
、「
自
己
啓

発
支
援
制
度
」
を
実
施
し

て
い
る
企
業
（
三
〇
社
）

を
対
象
に
、
具
体
的
な
内

容
を
掘
り
下
げ
る
と
（
複

数
回
答
）、「
参
加
費
や
受

講
料
、
授
業
料
等
の
金
銭
的
援
助
」
が
一
〇

〇
％
で
、こ
れ
に
「
教
育
機
関
や
セ
ミ
ナ
ー
・

講
座
等
の
情
報
提
供
」（
七
〇
・
〇
％
）、「
社

内
表
彰
の
実
施
」（
三
六
・
七
％
）、「
自
己
啓

発
に
係
る
就
業
時
間
上
の
配
慮
（
柔
軟
な
運

用
）」（
二
三
・
三
％
）、「
教
育
訓
練
休
暇
の
付

与
（
有
給
・
無
給
問
わ
ず
）」
お
よ
び
「
そ

の
他
」（
と
も
に
一
〇
・
〇
％
）
が
続
い
た
（
平

均
選
択
数
二
・
五
個
）。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
金
銭
的
援
助
」
を
実
施

し
て
い
る
企
業
（
三
〇
社
）
に
、
さ
ら
に
ど

う
い
っ
た
も
の
を
対
象
に
し
て
い
る
か
尋
ね

る
と
（
複
数
回
答
）、
最
多
は
「
通
信
講
座

の
受
講
費
用
」
で
八
三
・
三
％
に
の
ぼ
っ
た
。

次
い
で
、「
外
部
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
費

用
」
と
「
資
格
・
検
定
等
の
受
検
費
用
」
が

い
ず
れ
も
六
六
・
七
％
、「
大
学
・
大
学
院
等

の
授
業
料
等
費
用
」
が
二
六
・
七
％
、「
参
考

文
献
の
購
入
費
用
」
が
一
三
・
三
％
と
な
っ

た
（
平
均
選
択
数
二
・
六
個
）。

従
業
員
の
大
学
・
大
学
院
へ
の
派
遣
状
況

こ
れ
ま
で
に
六
割
超
が
実
績
あ
り

　

こ
れ
ま
で
に
従
業
員
を
大
学
・
大
学
院
に

派
遣
し
た
実
績
に
つ
い
て
は
、
六
三
・
九
％

（
二
三
社
）
の
企
業
が
「
あ
る
」、三
六
・
一
％

が
「
な
い
」
と
回
答
し
た
。
企
業
派
遣
の
開

始
年
は
、
平
均
で
一
九
八
三
年
頃
と
な
っ
て

い
る
。

　

従
業
員
を
大
学
・
大
学
院
へ
派
遣
し
た
実

績
が
あ
る
企
業
に
、
そ
の
目
的
を
尋
ね
る
と

（
複
数
回
答
）、
多
か
っ
た
順
に
「
担
当
業

図表１　従業員のキャリア形成を支援するために実施しているもの
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ジ
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レ
ー
バ
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・
モ
ニ
タ
ー
特
別
調
査

  
六
割
超
の
企
業
が
従
業
員
を
大
学
・
大
学
院
に
派
遣
し
た
実
績
あ
り

　
　
―
―
約
七
社
に
一
社
は
今
後
、
増
加
さ
せ
て
い
き
た
い
と
回
答

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
が
五
月
七
日
～
六
月
四
日
に
か
け
て

実
施
し
た
、二
〇
一
五
年
第
１
四
半
期
の
業
況
実
績
等
に
関
す
る「
ビ

ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
」（
弊
誌
七
月
号
Ｐ
46
～
参
照
）

で
は
、企
業
モ
ニ
タ
ー
に
対
す
る
特
別
調
査
と
し
て
、従
業
員
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
の
実
施
状
況
や
大
学
・
大
学
院
へ
の
派
遣
状
況
に
つ

い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
従
業
員
を
大
学
・
大
学
院
に
派
遣

し
た
実
績
が
あ
る
企
業
は
六
三
・
九
％
。「
専
門
性
を
高
め
る
た
め
」

や
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

す
た
め
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
活
躍
人
材
を
育
成
す
る
た
め
」
と
い
っ
た
理

由
で
、従
業
員
を
大
学
・
大
学
院
に
派
遣
し
て
き
た
企
業
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
意
向
（
人
数
見
通
し
）
に
つ
い
て
は
、
一

三
・
九
％
の
企
業
が
「
増
加
さ
せ
て
い
く
（
い
き
た
い
）」
と
し
、

四
七
・
二
％
の
企
業
が
「
現
状
を
維
持
す
る
（
し
た
い
）」
な
ど
と

回
答
し
た
。
今
月
号
の
人
材
特
集
に
関
連
し
て
、
こ
う
し
た
調
査
結

果
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
調
査
対
象
は
、
当
機
構
の
企
業
モ
ニ
タ
ー
で
あ
る
。
大
手

企
業
に
絞
っ
て
そ
の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
従
業
員
規
模
が
一
〇

〇
〇
人
以
上
の
三
六
社
の
有
効
回
答
を
集
計
し
た
。
属
性
は
、
上
場

企
業
が
八
〇
・
六
％
。
製
造
業
と
非
製
造
業
が
半
々
で
あ
る
。
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務
の
専
門
性
（
専
門
的
な
知
識
・
技
能
）
を

高
め
る
た
め
」が
八
二
・
六
％
、「
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
」が
六
九
・
六
％
、「
最

先
端
の
講
義
等
に
触
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
す
た
め
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
」
が
と
も
に
六

五
・
二
％
、「
担
当
業
務
に
係
わ
ら
ず
、
幅
広

い
知
識
等
を
習
得
さ
せ
る
た
め
」
が
五
二
・

二
％
、「
社
外
で
の
人
脈
形
成
を
促
す
た
め
」

が
四
七
・
八
％
、「
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
」
が
三
〇
・
四
％
、

「
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
」が
一
三
・
〇
％
、

「
他
の
部
門
や
業
務
に
配
置
転
換
す
る
た
め
」

が
八
・
七
％
、「
学
歴
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
」
が
四
・
三
％
、
そ
の
他
（
自
由
記
述
で

「
共
同
研
究
の
た
め
」）
が
八
・
七
％
と
な
っ

て
い
る
（
平
均
選
択
数
四
・
五
個
）。

　

ま
た
、
大
学
・
大
学
院
へ
派
遣
す
る
従
業

員
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
は
（
複
数
回
答
）、

「
上
長
の
推
薦
」（
七
八
・
三
％
）
や
「
自
身

の
希
望
」（
七
三
・
九
％
）、「
業
務
内
容
（
専

門
性
）」（
七
三
・
九
％
）
が
七
割
を
超
え
、

こ
れ
に
「
一
定
以
上
の
勤
続
年
数
」（
六
〇
・

九
％
）、「
一
定
以
上
の
勤
務
評
定
」（
四
三
・

五
％
）、「
一
定
以
上
の
職
位
」（
八
・
七
％
）、

「
そ
の
他
」（
自
由
記
述
で
「
永
年
勤
続
の
意

思
」
や
「
語
学
力
」）（
八
・
七
％
）
が
続
い

て
い
る
（
平
均
選
択
数
三
・
五
個
）。

自
主
通
学
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

企
業
は
約
一
四
％

　

全
有
効
回
答
企
業
（
三
六
社
）
に
対
し
、

従
業
員
が
自
主
的
に
大
学
・
大
学
院
に
通
学

す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
か
尋
ね
る
と
、

「
特
段
、
奨
励
し
て
い
な
い
」
が
一
〇
〇
％

だ
っ
た
。
ま
た
、従
業
員
が
自
主
的
に
大
学
・

大
学
院
に
通
学
し
て
い
る
こ
と
を
「
把
握
し

て
い
る
」
企
業
は
一
三
・
九
％
（
五
社
）
に

と
ど
ま
り
、
こ
の
う
ち
通
学
実
績
を
人
事
上
、

考
慮
し
て
い
る
企
業
は
六
割
（
全
体
ベ
ー
ス

で
は
八
・
三
％
）
だ
っ
た
。

現
在
の
在
籍
数
は
平
均
五
・
七
人

　

企
業
派
遣
あ
る
い
は
自
主
通
学
に
よ
り
、

従
業
員
が
こ
れ
ま
で
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ

る
コ
ー
ス
（「
学
士
課
程
」「
修
士
課
程
」「
博

士
課
程
」「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
科
目
等

履
修（
聴
講
生
）」「
そ
の
他
」の
分
類
で
質
問
）

に
つ
い
て
は
、
情
報
秘
匿
を
除
く
企
業
二
一

社
の
集
計
で
（
複
数
回
答
）、多
か
っ
た
順
に
、

①
「
国
内
の
大
学
院
・
修
士
課
程
」（
六
一
・

九
％
）、
②
「
海
外
の
大
学
院
・
修
士
課
程
」

（
四
七
・
六
％
）、
③
「
国
内
の
大
学
院
・

博
士
課
程
」（
四
二
・
九
％
）、
④
「
海
外
の

大
学
院
・
博
士
課
程
」（
二
三
・
八
％
）、⑤
「
国

内
の
大
学
・
そ
の
他
」（
一
九
・
〇
％
）、⑥
「
国

内
」
お
よ
び
「
海
外
」
の
「
大
学
院
・
そ
の

他
」（
と
も
に
一
四
・
三
％
）、
⑦
「
国
内
」

お
よ
び
「
海
外
」
の
「
大
学
院
・
科
目
等
履

修
」（
と
も
に
九
・
五
％
）、
⑧
「
国
内
」
お

よ
び
「
海
外
」
の
「
大
学
院
・
履
修
証
明
プ

ロ
グ
ラ
ム
」、「
海
外
」
に
お
け
る
「
大
学
・

科
目
等
履
修（
聴
講
生
）」、「
大
学
・
そ
の
他
」

（
い
ず
れ
も
四
・
八
％
）
な
ど
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
大
学
・
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
る

従
業
員
数
は
平
均
五
・
七
人
で
、
過
去
五
年

間
の
延
べ
人
数
で
は
平
均
一
八
・
九
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
従
業
員
が
在
籍
し
た
こ
と
の

あ
る
専
攻
分
野
を
具
体
的
に
尋
ね
る
と
（
複

数
回
答
）、
企
業
派
遣
（
有
効
回
答
が
得
ら

れ
た
二
一
社
の
集
計
）（
複
数
回
答
）
で
は
多

か
っ
た
順
に
、「
商
学
・
経
済
学
（
経
営
学
含

む
）」が
六
六
・
七
％
、「
機
械
工
学
」が
四
七
・

六
％
、「
法
学
・
政
治
学
」
が
三
八
・
一
％
、「
電

気
通
信
工
学
」
と
「
応
用
化
学
」
が
と
も
に

二
八
・
六
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
平
均
選

択
数
二
・
八
個
）（
図
表

２
）。
ま
た
、
自
主
通

学
に
つ
い
て
は
、
有
効

回
答
の
あ
っ
た
三
社
す

べ
て
が
「
商
学
・
経
済

学
」
を
あ
げ
た
。

　

大
学
・
大
学
院
に
派

遣
し
た
実
績
の
あ
る
従

業
員
の
担
当
業
務
と
し

て
多
か
っ
た
の
は
（
複

数
回
答
）、
有
効
回
答

が
得
ら
れ
た
二
一
社
の

集
計
で
、多
い
順
に「
研

究
開
発
・
技
術
・
設
計
」

（
七
六
・
二
％
）、「
人
事
・

法
務
」（
六
六
・
七
％
）、

「
経
営
企
画
・
事
業
企

画
・
事
業
開
発
」（
五
二
・

四
％
）、「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
調
査
・
分
析
」

（
四
七
・
六
％
）、「
営
業
・

販
売
」（
四
二
・
九
％
）

な
ど
と
な
っ
た
（
平
均

選
択
数
四
・
五
個
）（
図

表
３
）。
こ
う
し
た
傾

図表２　　企業派遣でこれまでに従業員が在籍したことのある専攻分野

図表３　大学・大学院に在籍したことがある従業員の担当業務
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向
は
、
今
回
の
回
答
企
業
の
半
数
を
、
製
造

業
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
学
・
大
学
院
の
受
講
中
に
お
け

る
、
雇
用
・
労
働
条
件
上

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

（
複
数
回
答
）、
企
業
派

遣
（
同
二
二
社
の
集
計
）

で
最
多
は
、「
通
常
と
同
じ

（
受
講
中
は
研
修
扱
い
、

夜
間
・
休
日
で
通
学
等
）」

の
六
六
・
七
％
。
こ
れ
に

「
有
給
休
暇
扱
い
（
休
職

含
む
）」
が
三
三
・
三
％
、

「
そ
の
他
（
自
由
記
述
と

し
て
「
個
別
に
対
応
」
や

「
出
向
扱
い
」）」
が
九
・

五
％
、「
無
給
休
暇
扱
い

（
休
職
含
む
）」が
四
・
八
％

で
続
く（
平
均
選
択
数
一
・

一
個
）。

　

大
学
・
大
学
院
の
受
講

に
際
し
て
、
配
属
・
配
置

や
業
務
内
容
に
関
す
る
配

慮
を
行
っ
て
い
る
か
尋
ね

る
と
、
企
業
派
遣
（
同
二

二
社
の
集
計
）
に
つ
い
て

は
四
割
超（
四
一
・
〇
％
）

が
「
行
っ
て
い
る
」
と
回

答
す
る
一
方
、「
特
段
、

行
っ
て
い
な
い
」
が
六
割

弱
（
五
九
・
一
％
）
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
大
学
・
大
学
院

の
修
了
を
何
ら
か
の
処
遇

に
反
映
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
は
、「
反
映
し
て
い

る
」
企
業
が
三
割
超
（
三

一
・
八
％
）
で
、「
反
映
し
て
い
な
い
」
が
七

割
弱
（
六
八
・
二
％
）
だ
っ
た
。
具
体
的
に

ど
う
い
っ
た
処
遇
項
目
に
反
映
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
（
複
数
回
答
）、多
い
順
に
「
専

攻
や
本
人
希
望
に
応
じ
た
部
門
・
業
務
へ
の

配
属
」（
八
五
・
七
％
）
を
は
じ
め
、「
そ
の
他

（
自
由
記
述
と
し
て「
報
償
一
時
金
を
支
給
」

や
「
処
遇
の
ベ
ー
ス
と
な
る
学
歴
を
変

更
」）」（
と
も
に
二
八
・
六
％
）、「
昇
格
・
昇

給
」（
一
四
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
平
均

選
択
数
一
・
三
個
）。
な
お
、「
役
職
へ
の
登

用
（
昇
進
）」
や
「
昇
給
や
手
当
支
給
等
に

よ
る
賃
金
ア
ッ
プ
」
に
反
映
し
て
い
る
企
業

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

企
業
派
遣
は
約
一
四
％
、
自
主
通
学

は
約
六
％
が
「
今
後
、
増
加
さ
せ
て

い
く
」
と
回
答

　

こ
う
し
た
な
か
、
従
業
員
の
大
学
・
大
学

院
へ
の
企
業
派
遣
や
自
主
通
学
の
奨
励
に
関

す
る
今
後
の
意
向
（
人
数
見
通
し
）
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
全
有
効
回
答
企

業
（
三
六
社
）
に
尋
ね
る
と
、
企
業
派
遣
に

つ
い
て
は
一
三
・
九
％
が
「
今
後
、
増
加
さ

せ
て
い
く
（
い
き
た
い
）」
と
回
答
し
た
。

ま
た
、「
現
状
を
維
持
す
る
（
し
た
い
）」
企

業
が
四
七
・
二
％
で
、「
現
状
も
今
後
も
実
施

予
定
な
し
」
が
三
〇
・
六
％
な
ど
と
な
っ
た

（
図
表
４
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
自
主
通
学
の
奨
励
に
つ
い

て
は
、「
現
状
も
今
後
も
実
施
予
定
な
し
」
が

約
七
割
（
六
九
・
四
％
）
を
占
め
た
も
の
の
、

「
今
後
、増
加
さ
せ
て
い
く
（
い
き
た
い
）」

企
業
も
五
・
六
％
み
ら
れ
た
。
ま
た
、「
現
状

を
維
持
す
る
（
し
た
い
）」
が
二
二
・
二
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
上
の
課
題

　

こ
の
ほ
か
、
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
で
、
直
面
し
て
い
る
課
題
等
が
あ
る
か
尋

ね
る
と
、
半
数
の
企
業
（
一
八
社
）
が
「
あ

る
」
と
回
答
し
た
。
特
定
の
対
象
に
つ
い
て

の
課
題
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
実
際
の

職
務
配
置
等
と
の
関
係
性
に
係
る
悩
み
な
ど

が
多
い
よ
う
だ
。

　

具
体
的
に
み
る
と
、「
先
端
・
先
行
分
野
で

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
た
従
業
員
の
確
保
と
形

成
支
援
」（
自
動
車
）
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
人
選
と
効
果
的
な
教
育
の
実
施
」（
機
械
）、

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
意
欲
的
な
若
手
に
対
す

る
支
援
（
メ
ン
タ
ー
制
度
等
）」（
機
械
）、「
中

高
年
齢
層
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」（
印
刷
）、

「
役
職
定
年
制
度
の
導
入
に
伴
う
対
象
者
へ

の
支
援
」（
道
路
貨
物
）、「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
」（
警
備
）
や
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推

進
に
伴
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
多
様
化
と
、
当

該
社
員
の
受
入
部
門
の
意
識
改
革
」（
機
械
）

と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
自
己
啓
発
等
で
学
ん
だ
知
識
・
経

験
が
活
か
せ
る
職
務
・
機
会
の
不
足
」（
素
材
）

や
「
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描

い
た
う
え
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
企
画
」（
化

学
）、「
専
門
業
務
の
習
熟
と
キ
ャ
リ
ア
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
性
」（
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
）

な
ど
の
回
答
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方
を
め

ぐ
る
全
般
的
な
課
題
等
と
し
て
、「
キ
ャ
リ
ア

開
発
に
関
す
る
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
が
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
律
し
、

自
己
決
定
し
て
い
く
と
い
う
意
識
面
に
ま
だ

課
題
が
あ
る
」（
電
機
）、「
利
用
状
況
が
低
迷

し
、
利
用
者
も
固
定
化
し
て
い
る
」（
素
材
）、

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
は
、
費
用
対
効
果
が

分
か
り
難
い
。
ま
た
、
機
会
を
提
供
し
て
も

従
業
員
側
に
、
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
す

る
意
気
込
み
が
な
い
」（
建
設
）
な
ど
の
指
摘

も
み
ら
れ
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

図表４　従業員の大学・大学院への企業派遣や自主通学の奨励に関する今後の意向

今後、増加

させていく

（いきたい）,
13.9 

現状を維持する

（したい）, 47.2 

今後、縮小していく

（いきたい）, 2.8 

今後、廃止していく

（いきたい）, 2.8 

現状も今後も

実施予定なし, 30.6 

無回答,
2.8 

企業派遣 自主通学
今後、増加

させていく

（いきたい）, 5.6 

現状を維持

する（したい）, 
22.2 

今後、縮小していく

（いきたい）, 0.0 

今後、廃止していく

（いきたい）, 0.0 

現状も今後も

実施予定なし, 69.4 

無回答, 
2.8 

（ｎ＝全有効回答企業３６社）


